
巻 頭 言

多人数授業でコミュニケーションを図る一つの試み一

大 学 教 育 開 発 吉 村 尚 久ー

教養科目の 授業 ( 講義) で 毎時間､ 質問は無い か と聞いて みるが ､ 質問が出てく ること ば皆無に近い ｡

新入生が多い か らか と思っ て みたが ､ そうばか りでもない らしい ｡ みんなの前で しゃ べ る ことを席捲 して

いるの で ある ｡ したが っ て ､ 口 を開か ない か らと言 っ て質問が無い 訳で は年く ､ そ の証拠には紙に書かせ

ると沢山の 質問が出てくる ｡ また ､ 少し慣れてく ると ､ 授業の あと で 個人的に質問 にきた りする ｡ 平成 5

年度か ら教養科目を担当して いるが ､ 上記の ような状態で あるの で ､ 平成 6 年度以降､ 出庫票を兼ねて B

6 版の 紙を配り ､ 質問 ･ 意見 ･ 感想 ･ 要望等を書い て貰 っ て いる ｡ それらを整理 し､ 質問には簡単な回答

や参考文献の 紹介､ 感想や要望には気の付い た コ メ ン トを記入 し､ ワ ー プ ロ で打 っ て ､ プリ ン トに して 次

の授業時間に配布 して い る｡ 文章の 長い もの は文意 ･ 雰囲気を失わない ように注意 しながら要約するが ､

学生か ら出された声や質問と コ メ ン ト及び回答を合わせて ､ B 4 版 1 枚に 約4 , 8 0 0 字を詰め込んで い る ｡

こ の 方式は ､ 実際にや っ て いる教員が身近にい て ､ 日頃か ら効果があがる ことを見聞きして いたの で ､

やる気に な っ たもの で ある｡ 口 頭で の 質疑応答の替わりに文字で コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ をはか り､ 双方向化

の努力を して い る訳 で ある｡ なか に はどうか と思う質問や意見も垣間見られるが ､ 銃い質問や成程とうな

ずか される意見や感想が多い ｡ どの ような内容が書かれ て い るか 興味があるの で ､ 授業が終わ り部屋に 帰

ると ､ すぐに 目を通 し､ 気付いた ことをそ の 用紙に メ モ して いる ｡ 昼休みを挟ん で 3 時限に は専門科目の

授業があるの で ､ 昼休み が短く な っ た こともあり ､ つ い昼食を抜い た り＼ 授業に遅れて しまっ た りする こ

ともある ｡ 読むの だけなら苦に ならない が ､ ワ ー プ ロ で打ち込むの には時間と労力を必要とする ｡ また ､

文書と して 残るの で ､ 間違 っ て い て はまずい と思い , 資料に 当たり直したりするの で ､ それ なりに 大変で

ある ｡ 出張などがあると前日 の夜に ワ ー プ ロ を打 っ て ､ 当日 の朝に プリ ン トを作 っ て い る始末で ある ｡ こ

の様に泥縄の ことも多い が ､ 4 年間 1 回も欠か した ことがない ｡ 学生か らは ｢ よく質問や感想を書けとい

う講義は多いが ､ こ の様に まとめて プリ ン トに して 配布 してく れた り質問にきちん と答えてくれる先生は

少ない ｡ 先生の熱意が感じられて ､ 自分もきちん と聞い て学ぼうとい う気持ちに なる｡ + と い っ た感想が

寄せ られ て い る ｡

入学後間もない 頃の 学生の 要望に は ､ ｢ ど こが重要か ､ ど こがポ イ ン トか分か り難い の で ､ は っ きり示

して欲しい ｡ + とか ｢ 黒板をも っ と整理 して 書い て 欲しい ｡ + 磨) る い は ｢ テ ス トの形式が分からないと勉強

の仕方が分か らない からテ ス トの形式を教えて 下さい ｡ + と の声があり､ ｢ 試験は プリ ン トの 内容を覚えて

おけば良い のか+ との 質問も出る｡ 高校や予備校で は ､ 大学受験に合格さ せるため に ､ 重要 なポ イ ン トは

○△ で ､ これだけは絶対に覚えてお け､ と指導して い る の で あろうか ｡ 学生 の 声か ら判断して ､ そ の 余韻

が感じられる｡
"

勉強とは覚える こと
”

と思 っ て いる人は意外と 多い よう で ､ 単位を取るには覚える こと

が第
一

で あると考えて い るようで ある｡ しか し､ 興味もない の に無理 して 覚えて もす ぐに忘れ るの で はな

か ろうか ｡ 入 学当初､ 自分の ことを生徒と呼ぶ ､ こ の種の学生 を大学教育を受けるに相応 しく変身させる

に は ､ そ れ なり の教育を しな い と時間的効率が極めて 悪い と思われ る｡ 要するに ､
``

学ぶ
''

ためのイ ロ ハ

つ ま り
``

学ぶ
”

方法に つ い て の リテ ラ シ ー

が必要なの で ある｡

学 べ ない人間に は三 つ の タ イ プが あると言われて い る｡ すなわ ち､ 無気力型､ ガ リ勉塑及 び - ウ ツ ウ型

の 三 つ で あると指摘されて い る｡ 無気力型はやる気がない のだ か ら､ 学ぶ気がない ことは誰でも分か る ｡
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彼ら にと っ て は､
``

学ぶ
”

こと は陪記で あるらしい ｡ - ウ ツ ウ型は
"

何故
”

と言う疑問を持たず ､ やり方

の 問題に 解消して しま うの で ､
``

学ぶ
' '

必要が ない ｡ ガリ勉型は ､ 自分で は良く勉強 して い る積もりなの

で 始末が悪く ､ 自分の や っ て い る ことを広い視野か ら見る ことがで きず､ 世の 中との 関連や位置づけな ど

は無意味だと思 っ て 考えて もみ ない の で ､ 本質的に は無気力型と 同じとされている｡

半年間の授業で ､ 最初の 頃は学術用語の 解説を求める質問が 多い ｡ 大抵の術語は専門分野の 事典を引け

ば出てく るの で ､ 図書館を利用す るように 指導して い る｡ また ､ 本筋の 話で なく ､ 余談的に話した ことや

実例と して紹介した ことと関連 した質問も多い ｡ 授業の内容と無関係の 質問もある｡ これ は何か書か なけ

ればい けないと思 っ て書く の か も知れ ない ｡ 短絡的理解や意味の 分か らない 文章を書く学生もい るの で ､

他人に分かる文章を書く ように指導しなければならない ｡ 1 5 回 の 授業の 半ばを過ぎる頃に なると ､ 質問の

数が急に多く なる ｡ そ の 内容も授業の 本筋に 関係 し､ 説明を端折 っ たり
一

寸難しか っ たか なと思う所に集

中する ｡ また ､ 教科書的な事例だけで 終わらせ ない で ､ なる べ く生デ ー タ をそ のまま使うように して いる

の で ､ そ の 中味に 関するものが多い ｡ 生デ ー タ を使うことは ､ 事柄を難 しく感じさ せる向きもあるが､ 実

際の自然の 姿を見る上 で は必要で ある し､ そ こか ら因果関係を抽出する勘所を少しだけ で も味わ っ て欲し

いと思うか ら で ある｡ また ､ 教科書的なもの ばか りで な い と こ ろに新 しい 発展の 芽がある こ とを感じられ

れば ､ 言う こ と無い が､ そ こまで 考えて の質問 は極く少数で ある｡

講義の 内容に 関して質問をするに は ､ 何が分か り､ 何が分からなか っ たの か が分か る必要が ある ｡ そう

でない と疑問 ･ 質問が 出て こない もの で ある｡ 何も分か らなく て は具体的な こ とを質問する仕様もない の

で ある｡ そう言 っ た意味で は ､ 具体的な質問が出て くる ことは授業内容をか なり理解 して い るか 理解しよ

うと して い る現れと受け取る こ とが で きる ｡

授業の 中で簡単な数式を出す ことがあるが ､ 文科系学生 に は生理的拒絶ともい うべ き反応が見られる ｡

学生の感想に よると ､ 式が出てく ると難しい と感 じ､ 式がないと内容的に はかなり高度の もの で も分か り

易か っ たと感じて い る ｡ 高校の段階で 文系と理系に分け ､ 文系だか ら物理や数学は必要ないと指導して い

る弊害が出て い ると思う｡ 理科嫌い を助長して い る教育の 仕方に も大 きな問題が ある ｡ 例 えば､ ｢ 高校 で

もや っ た が ､ 今日の ように分か り易くやらなか っ たの で ､ 語句は覚えたが理解で きなか っ た ｡ 今日や っ と

何の ことか分か っ た｡ + と書いて い る者もい る｡ 一 方 ､ ｢ 論理の 進め方がなんだか推理小説みた い で楽しか っ

た｡ 文系の 人は数式が出てくると分からない と言うが ､ 文章で 説明されるより式を見た方が分か り易い こ

ともある の で ､ 式が あるか ら分か らない などと余り言わない 方がよい と思う ｡ + と書く文科系学生もい る

の は心強い ｡

夏休みに ｢ 郷土の自然- とく に地盤の生い立ち - + を調べ ､ レ ポ
ー

トと して提出する課題を出 して いる ｡

1 0 0 人を越す学生なの で ､ 全員と言う訳にはい かない が ､ 成果を 9 月の授業で 発表して 貰っ て い る ｡ 文科

系の 学生も､ い ろんな資料にあたり ､ 現地 に足を運ん で ､ 自分の 言葉で 発表する学生もい る｡ 発表を聞い

て いる学生か らはその 場で の 質問や意見は出ないが ､ 出席票の紙に は沢山の ことを書い て い る｡ そ の 内容

を見ると ､ 教員の場合と違 っ て ､ 同 じ学生だと非常に 大きな刺激を与える様で ある ｡ 例をいく つ か 挙げる

と ､ ｢ 発表を聞いて ､ 自分と は異な っ た視点か らの話 で ､ と ても素晴ら しい 発表だ っ た ｡ 特に 地盤の で き

方が細か く調べ て あ っ て勉強にな っ た ｡+ ｢ 人の 発表を聞くと ､ 話し方やまとめ方も参考にな っ て良か っ た ｡ +

｢ 凄く良く調 べて あ っ て ､ それに 比べ て自分のは情けない ｡ + ｢ 自分もそう なると思うが ､ 発表 して い る当

人が何を言 っ て いるの か 分からない の は 一 寸恥ずか しい と思 っ た｡ + など で ある ｡

以上 ､ 多人数の授業で 主に文書を通 して 学生と コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ を図る 一

つ の試みを紹介させて 頂い

た ｡

本研究年報に は､ 授業で の 工夫や教材開発など多くの実践例や授業改善の 取り組み を掲載する ことがで

きた｡ 大学教育改善の 一 助となる こと を念願して い る ｡
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